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親愛 な る ムスリム の 皆様 。 犠牲 を 捧げ る と 
いう イ バ ー ダ は 、 ク ルアー ン に お いて それ 自体 
が し も べべ と し て の 行為 で ある と 説 か れん て いる も 
の で す 。 上 財 高 な る アッ ラー は クル アー ン で 、 


「 わ れ は 凡 て ウン マ の ( 供 艦 の ) 儀式 を 定め た 。 


か れ が 授け られ る 4 つ 足 の 家畜 の 上 に 、 ア ッ ラ 
ー の 御名 を 唱え な さい 。」 ( 選 礼 章 第 3 4 節 ) 
「 さ あ 、 あ な た の 主 に 礼拝 し 、 犠 牲 を 捧げ な さ 
い 。」 (潤沢 章 第 2 節 ) と 命じ し られ まし た 。 台 
言 者 ムハンマド も また 、「 人 間 は 、 犠 牲 祭 の 日 
に アデ ッ ラー の 為 に 犠牲 を 層 る こと 以上 に 、 好 ま 
し いこ と を 行なう こと 
は な い 」 と お っ し ゃ ら 
4 まし 2 

犠牲 を 居る と は 、 イ 』 
バー ダ と し て 、 定 め ら 
れ た 時 期 に 、 一 定 の 条 
件 に 適っ て いる 動物 を 
定め られ た 形式 で アッ 
ラー の ご 満悦 の 為 に 必 
る こと を 意味 し ます 。 
知性 が あり 、 成 年 に 達 
し て お り 、 旅 行者 で は な く 、 ま た 宗教 上 豊か で 
ある と 定義 され る ムスリム は 全て 、 ア デッラ ー に 
近づき 、 そ の ご 満悦 を 得る 為 に この 行為 を 行 な 
2 責任 を 負っ て いま す 。 

親愛 な る 兄弟 姉妹 の 皆様 。 人 は 犠牲 を 捧げ 
る と いう 行為 に お いて 、 イ ブラ ー ヒ ー ム さま の 
よう に 、 ア ッ ラ ー と その 命令 へ の 結び つき と 、 
必要 と な れ ば アッ ラー の ご 満悦 の た め に は あら 
ゆる 自己 犠牲 を 行なう 用 意 が ある こと を 示す こ 
と に な り ま す 。 だ か ら 全 て の イ バ ー ダ に お いて 
そう で ある よう に 、 こ の 行為 に お いて も 良い 意 
忘 と イフ ラー ス が まず 必要 と な り ま す 。 
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親愛 な る ムスリム の 皆様 。 犠牲 と され る 動 
物 は 、 そ れ を うま く 行 な うこ と が で きる 人 に よ 
っ て 層 ら れる べき で す 。 層 殺さ れる 場所 まで 連 
れ て 来る 時 に も 、 そ れ ら を 苦し め て は いけ ませ 
ん 。 そ し て 左向き に 寝かせ 、 足 を 縛り ます 。 キ 
ブラ へ と 向 か せ 、 す ぐに ドッ アー を 行い 、「 ビ 
スミ ッ ラ ー ヒ アッラーフ アク バル 」 と 唱え 
な が ら 、 鋭 い ナ イフ で 届 り ます 。 

手 、 山 羊 、 牛 、 水 后 、 そ し て らく だ は 、 款 
教 上 犠牲 と し て 層 ら れる こと が 認め られ て いま 
す 。 これら の 性 別 は 問わ れる こと は 在り ませ ん 。 
壮 や 山羊 は 一 人 分 、 和 牛 
や 水生 は 七 人 まで が 共 
同 の 動物 と し て 層 る こ 
と が 出来 ます 。 羊 和 や 山 
半 は 1 歳 以 上 、 和 牛 な ど 


タブ 答 島 ( は 2 歳 以 上 で あれ ば 選 
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る こと が 出来 ます 。 
犠牲 を 捧げ る 日 は 、 

イー ド の 礼拝 の 後 と い 
2 条件 の 下 、 イ ー ド の 
最 匠 の 三 日 間 と な り ま 
す 。 ア ラフ ァ の 日 、 あ る い は イー ド の 有三 日 目 よ 
り も 後に は 、 犠 牲 を 層 る こと は 出来 ませ ん 。 履 
られ た 動物 の 持ち 主 は 、 そ の 肉 を 、 自 分 や 家族 、 
客 で 消費 する こと も 出来 ます が 、 そ の 一 部 を 貧 


者 に 、 ま た その 一 部 を 親戚 等 に 与え る こと も 出 


来 ま す 。 自 分 目 身 が 必要 と し て いな けれ ば 、 全 
て を 貧者 に 与え る こと も 可能 で す 。 動物 を 居る 
こと は 、 代 理 の 人 に 行なわ せる こと も 可能 で す 。 
た だ し その お 金 を サダ カ と する だ け で は 、 そ の 
責 を 果たし た こと に は な り ま せん 。 

皆様 が 捧げ られ る 犠牲 が 、 ア デッラ ー へ と 近 
づく 為 の 媒介 と な り ま す よ うに 。 
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